
泊発電所３号炉 審査会合における指摘事項に対する回答一覧表
（第8条 火災による損傷の防止／第41条 火災による損傷の防止）

ID No 指摘事項の内容 審査会合日 対応状況* 回答完了日 回答概要 資料反映箇所 回答予定時期

23
01
24
-

02

1

② 火災の感知について，脱塩塔室及び使用済樹
脂貯蔵タンク室に関しては，放射線量が高い環境
条件であることや可燃物を置かない設計とするこ
となどは先行プラントと同じ条件であるが，先行
プラントとは異なり，火災感知器を設置しない設
計としている理由を説明すること。

R5.1.24
後日
回答
予定

23
01
24
-

03

2

③ 平成31年2月13日付けで改正された火災防護
審査基準（火災感知器BF）を踏まえ，設計及び
工事の計画の認可に係る審査を見据えて，先行プ
ラントの審査知見を十分に反映した上で，後段規
制で説明に齟齬が生じないように，設計方針を検
討し説明すること。

R5.1.24
後日
回答
予定

*:検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。

資料１－３－２
1

2023年4月

2023年4月



泊発電所３号炉 審査会合における指摘事項に対する回答一覧表
（第10条 誤操作の防止）

ID No 指摘事項の内容 審査会合日 対応状況* 回答完了日 回答概要 資料反映箇所 回答予定時期

22
10
25
-

01

1

① 第10条（誤操作の防止）について，先行プラ
ントでは，中央制御室において，手すりの設置等
により，地震発生時においても運転操作に影響を
与えない設計としているが，泊３号炉では，地震
発生時には主盤等のデスク部につかまることとし
ていることに関して，その設計方針が適合性の観
点から適切であり，運転操作に影響を与えないこ
とを説明すること。

R4.10.25 回答済 R5.1.24

▷ 泊３号炉において地震発生時に主盤等のデスク部につかまることとしていた設計方
針を変更し，中央制御盤及び運転員机に手摺を設置することとする。
▷ 手摺を設置することにより，地震発生時における「操作器への誤接触防止」及び
「運転員の安全確保」を確実に達成できる設計とする。
▷ 手摺の設置イメージをp.10条-別添1-15に示す。

第1107回審査会合ؙ資料1-
1-4「泊発電所３号炉 設置
変更許可申請に係る審査取
りまとめ資料（新規制基準
適合性審査）（10条，11
条，14条，17条，33条）第
10条 誤操作の防止（DB10
r.8.0）」
p.10条-別添1-15

*:検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。

2



泊発電所３号炉 審査会合における指摘事項に対する回答一覧表
（第11条 安全避難通路等）

ID No 指摘事項の内容 審査会合日 対応状況* 回答完了日 回答概要 資料反映箇所 回答予定時期

22
10
25
-

02

1

② 第11条（安全避難通路）について，作業用照
明として設置する方針である運転保安灯及び無停
電保安灯に係る作業用照明電源系統図では，当該
照明に係る部分の記載はなく，作業用照明電源系
統図との整合が確認できない。当該資料について
は，記載の整合，一貫性等をもった資料を作成す
ること。

R4.10.25 回答済 R5.1.24

作業用照明の設計方針として以下の通り定め，審査資料に記載した。
▷ 運転保安灯及び無停電運転保安灯は，外部電源喪失時にも必要な照明が確保できる
よう，ディーゼル発電機から電力を供給する設計とする。
▷ 無停電運転保安灯は全交流電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力
の供給が常設代替電源設備から開始される設計とする。（常設代替電源設備から開始さ
れるまでは，内臓蓄電池から電源を供給できる設計とする。）

 この設計方針に関する説明として，必要な電源が供給されていることを示すために作
業用照明電源系統図を作成していたが，当該系統図に運転保安灯および無停電運転保安
灯を記載しておらず，設計方針の通りの電力供給が可能であることが確認できる資料と
なっていなかった。
  このため，作業用照明の設計方針の記載内容と，作業用照明電源系統図が一貫性を
もって確認出来るよう，作業用照明電源系統図に関して作業用照明までの受電状況が分
かるよう記載を修正した。
 また，上記の他，以下の点について記載の整合をはかった。
▷ 作業用照明電源系統図の名称の記載が無かったので系統図下部に記載した。
▷ 33条保安電源設備の記載見直しに伴い「 (66kV) ３号非常用受電設備」を「 (66kV)
後備変圧器」として用語を統一した。
▷ 緊急時対策所指揮所内の照明設備へ電力供給が可能であることか確認できる図面を
追加した。

第1107回審査会合 資料1-
1-4「泊発電所３号炉 設置
変更許可申請に係る審査取
りまとめ資料（新規制基準
適合性審査）（10条，11
条，14条，17条，33条）第
11条 安全避難通路等
（DB11 r.8.0）」
p.11条-13,14

*:検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。

3



泊発電所３号炉 審査会合における指摘事項に対する回答一覧表
（第12条 安全施設）

ID No 指摘事項の内容 審査会合日 対応状況* 回答完了日 回答概要 資料反映箇所 回答予定時期

22
10
25
-

03

1

③ 第12条（安全施設）については，「1.2 追加
要求事項に対する適合性（手順等を含む）」にお
いて，「安全施設（重要安全施設を除く。）を共
用又は相互に接続する場合には，原子炉施設の安
全性を損なうことのない設計とする」の説明とし
て，先行プラントは，対象となる安全施設を記載
しているのに対して，泊３の審査資料では，記載
がなく説明が不足している。また，安全設計方針
において，「1.1.1.9 共用」では，66kV送電線
が記載されており，一方で第33条（保安電源設
備）では，更なる信頼性向上対策としているた
め，審査資料全体で整合がとれているかを確認す
ること。また，同様に，火災感知設備について
は，原子炉施設間で共用する設備として位置付け
ることが適切か明確でない。以上を踏まえて，基
準適合の説明をする上で十分な審査資料となって
いないため，審査資料の構成等を見直し，安全施
設の対象を明確にした上で，共用や相互接続を説
明すること。

R4.10.25
後日
回答
予定

2023年3月

*:検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。

4



泊発電所３号炉 審査会合における指摘事項に対する回答一覧表
（第14条 全交流動力電源喪失対策設備）

ID No 指摘事項の内容 審査会合日 対応状況* 回答完了日 回答概要 資料反映箇所 回答予定時期

22
10
25
-

04

1

④ 第14条（全交流電源喪失）について，まとめ
資料に関して，文章中に記載の設備名（蓄電池
（非常用），蓄電池（常用），充電器，直流コン
トロールセンタ等）と図に記載の設備名（A蓄電
池，C１蓄電池，A充電器，A１－原子炉コント
ロールセンタ等）が一致していない。適合性を説
明する資料として，設備名を統一させることは行
われていなければならない事項であるため，適切
に修正すること。

R4.10.25 回答済 R5.1.24

▷ まとめ資料の直流電源設備の記載において，文章中には設備の総称を，図中には設
備の個別名称を記載しており，文章と図の設備名が一致していなかった。文章と図の設
備名を紐づけするため，文章中の設備名（蓄電池（非常用），蓄電池（常用），充電
器，直流コントロールセンタ）を図中にも併せて記載することにより，設備名の紐づけ
を行った。
▷ また，まとめ資料中に記載の設備名について，他条文等との統一の観点から次の通
り整合を図った。
【変更前後】
交流動力電源設備 ⇒ 常設代替交流電源設備（変更理由:57条と統一を図った）
【変更前後】
計測制御用電源設備（無停電電源装置） ⇒ 計装用インバータ（無停電電源装置）（変
更理由:実際の設備名称と統一を図った）
【変更前後】
系列 ⇒ 系統（変更理由:12条と統一を図った）

▷ 上記の他，まとめ資料の基本方針の「10.1ؙ非常用電源設備」の項目において，非
常用と常用の直流電源設備が混在した記載となっていたため，先行審査実績を反映し，
10.1項には非常用直流電源設備である「蓄電池（非常用）」を，「10.3ؙ常用電源設
備」の項目には常用直流電源設備である「蓄電池（常用）」を，それぞれ分けて記載す
ることとした。（10.1項は第14条と第33条の記載範囲，10.3項は第33条まとめ資料の
記載範囲）
▷ 他条文についても，まとめ資料に記載する設備名称を統一するよう，作成担当者や
チェック者に周知を行っていく。
▷ また，他条文を含めた全体的な設備名の統一のため，一元的に管理できる設備リス
トや用語集の継続的な見直しを実施するとともに，適切な記載となるよう作成担当者や
チェック者に周知を行っていく。

第1107回審査会合ؙ資料1-
1-4「泊発電所３号炉 設置
変更許可申請に係る審査取
りまとめ資料（新規制基準
適合性審査）（10条，11
条，14条，17条，33条）第
14条 全交流動力電源喪失対
策設備（DB14 r.8.0）」
p.14条-6,7,14

*:検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。

5



泊発電所３号炉 審査会合における指摘事項に対する回答一覧表
（第16条 燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設）

ID No 指摘事項の内容 審査会合日 対応状況* 回答完了日 回答概要 資料反映箇所 回答予定時期

23
01
24
-

01

1

① 燃料取扱棟の上層部の壁を構成する建屋内装
材について，仮に落下したとしても落下エネルギ
が気中落下試験時の燃料集合体の落下エネルギよ
り小さいことから，使用済燃料ピットの機能を損
なうおそれがないとしていることに関して，根拠
資料を示し説明すること。

R5.1.24
後日
回答
予定

*:検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。

6

2023年3月



泊発電所３号炉 審査会合における指摘事項に対する回答一覧表
（第17条 原子炉冷却材圧力バウンダリ）

ID No 指摘事項の内容 審査会合日 対応状況* 回答完了日 回答概要 資料反映箇所 回答予定時期

22
10
25
-

05

1

⑤ 第17条（原子炉冷却材圧力バウンダリ）につ
いては，設計方針として記載が，先行PWR及び
BWRプラントと相違しており，例えば，原子炉
冷却材圧力バウンダリの機器及び配管の拡大範囲
の具体的な適合のための設計方針の記載が不足し
ている。

R4.10.25 回答済 R5.1.24

基準適合のために必要となる記載が不足していた下記３項目について，具体的な設計方
針や適合性説明等に関する記載を充実させた。その他の記載についても先行プラントの
審査実績を参考にして，記載の修正を行った。

①1.2 追加要求事項に対する適合性 (3)適合性説明 第１項について
原子炉冷却材圧力バウンダリの機器及び配管に関する具体的な適合のための設計方針の
記載が不足している部分について，先行審査実績を参考に設計方針に反映し，記載を充
実させた。
②5.1 １次冷却設備 (8)漏えい監視設備
原子炉冷却材圧力バウンダリからの漏えいに対する監視設備の記載が不足しており，先
行審査実績を設計方針に反映し，原子炉格納容器への漏えい及び２次系への漏えいを検
知する設備に関する記載を充実させた。
③5.1.1.7 評価
原子炉冷却材圧力バウンダリ拡大範囲を含めた１次冷却設備の設計に対する評価の記載
が不足しており，先行審査実績を反映し，基準適合性の説明の観点から記載を充実させ
た。

先行審査知見の反映に対する当社の認識に不十分な点があったことを踏まえ、全条文を
対象に審査資料を見直し，記載の充実を図っていく。

第1107回審査会合 資料1-
1-4「泊発電所３号炉 設置
変更許可申請に係る審査取
りまとめ資料（新規制基準
適合性審査）（10条，11
条，14条，17条，33条）第
17条 原子炉冷却材圧力バウ
ンダリ（DB17 r.7.0）」
①17条-5,6
②17条-10,14
③17条-12

*:検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。
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泊発電所３号炉 審査会合における指摘事項に対する回答一覧表
（第33条 保安電源設備）

ID No 指摘事項の内容 審査会合日 対応状況* 回答完了日 回答概要 資料反映箇所 回答予定時期

22
10
25
-

06

1

⑥ 第33条（保安電源設備）について，66kV送電
線は，電力系統に連系する外部電源系として適合
性の説明に用いられているが，同資料中に「更な
る信頼性向上対策」と記載されている箇所もあり
説明に一貫性がないため，当該設備の位置付けを
明確に説明すること。その上で，275kV送電線
（泊幹線，後志幹線）は2ルート確保されている
ものの，倒壊時に相互に干渉し合う距離であるこ
とから，66kV送電線の位置付けを踏まえて，
「電線路のうち少なくとも一回線は，他の回線と
物理的に分離して受電できるものでなければなら
ない」という基準要求に対する適合性を説明する
こと。

R4.10.25 回答済 R5.1.24

▷ 2022年10月25日の審査会合資料において，電線路（送電線）のうち66kV送電線の
基準要求に対する適合性の説明に次のとおり一貫性がなかった。
・電線路（送電線）の基準要求に対する適合性の説明では，275kV送電線２ルート４回
線と66kV送電線１ルート２回線の合計３ルート６回線にて電力系統に接続すると記載
していた。
・一方，電線路（送電線）の物理的分離に係る補足説明では，66kV送電線からの電力
供給ルートを基準適合に必要な電力供給ルートと位置付けず，「更なる信頼性向上対
策」と記載し，仮設かつ自主設置の移動変圧器を使用するルートを記載していた。

▷ 指摘を踏まえ，66kV送電線については，基準適合に必要な電力供給ルートである位
置付けに統一し，次の修正を行った。
・送電鉄塔の倒壊を前提とした共倒れの影響を踏まえても，電線路（送電線）のうち少
なくとも一回線は，他の回線と物理的に分離して受電できるよう，常設の66kV開閉所
（後備用）及び後備変圧器を設置し，基準適合に必要な66kV送電線からの常設設備に
よる電力供給ルートを確保する設計とした。
・基準適合に必要な常設設備による66kV送電線からの電力供給ルートで対応すること
が分かるよう，補足説明の記載を修正した。

第1107回審査会合ؙ資料1-
1-4「泊発電所３号炉 設置
変更許可申請に係る審査取
りまとめ資料（新規制基準
適合性審査）（10条，11
条，14条，17条，33条）第
33条 保安電源設備（DB33
r.8.0）」
・p.33条-16～17
・p.33条-124
・p.33条-別紙13-1～2

*:検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。
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泊発電所３号炉 審査会合における指摘事項に対する回答一覧表
（有効性評価 7.1.2 全交流動力電源喪失）

ID No 指摘事項の内容 審査会合日 対応状況* 回答完了日 回答概要 資料反映箇所 回答予定時期

22
12
06
-

18

1

⑱ 全交流動力電源喪失における第7.1.2.1表の有
効性評価に用いる重大事故等対処設備の表につい
て，先行審査実績を踏まえて，既許可の対象と
なっている設備を重大事故等対処設備に位置付け
るものであるかどうかを明確にし，説明するこ
と。

R4.12.6
後日
回答
予定

2023年3月

22
12
06
-

19

2

⑲ 可搬型重大事故等対処設備保管場所及びアク
セスルートで指摘した屋外作業の余裕時間（第
1098回審査会合指摘事項⑯）については，全交
流動力電源喪失のタイムチャートを含めて対応す
ること。

R4.12.6
後日
回答
予定

2023年3月

*:検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。
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